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阪急阪神ホールディングスグループ社会貢献活動「阪急阪神 未来のゆめ・まちプロジェクト」情報誌

[2012年春号 (年 4回発行)]

ゆめ・まち・みらい インタビュー

矢野 燿大さん
(元・阪神タイガース選手)

●2012年 度

社会貢献活動リスト

●ゆめ・まち基金
助成対象団体レポート
「こうべ子どもにこにこ会」

●活動レポート
阪急阪神交通社グループ
「みんなが笑顔の
クリスマスパーテイー」

●おすすめ!ボランテイア
「フリースクールみなもでの
ボランティア募集中!!」

2009年 よレリスタートした、阪急阪神ホールディングスグループの社会貢献プロジェクト。
「未来にわたり住みたいまちづくり」を方針に、「地域環境づくり」と「次世代の育成」の分野で、
グループ会社や従業員、市民団体の皆さまとのさまざまな連携を通じて、活動を進めていきます。



|■||■‐lilメ|‐‐‐‐‐日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
が
増
加
す
る
昨

△
フ
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
こ
ど
も
達
の

「ダ
ブ
ル
リ
ミ
テ
ッ
ド
」
。
幼
い
頃
の
移
住
な

ど
が
主
な
要
因
で
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
と
異
な

り
、
日
常
生
活
は
問
題
な
く
と
も
、
訟柵
理
的

思
考
の
基
礎
と
な
る
言
語
能
力
が
ど
ち
ら

も
半
分
以
下
の
ま
ま
成
長
し
、
知
識
を
言

語
化
。整
理
し
て
積
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ず
に
、
学
習
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
ど

も
達
で
す
。
「フｃ
う
べ
子
ど
も
に
こ
に
こ
会
」

は
、
そ
ん
な
彼
ら
の
た
め
「日
本
語
・教
科
支

援
教
室
」
や
「
母
語
教
室
」
を
開
催
。
学
校

の
勉
強
に
つ
い
て
い
け
る
よ
う
に
、
母
語
を

）字
ぶ
こ
と
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
イ
確
立
に
つ

な
が
る
よ
う
に
…
と
、
幅
広
く
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
「ダ
ブ
ル
リ
ミ
テ
ッ
ド
を
防
ぐ
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
が
必
要
で
す
が
、

，ｃれ

ま
で
は
宿
題
や
教
科
の
支
援
に
留
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
」
と
語
る
の
は
事
務
局
長
の
田
中

さ
ん
。
「け
れ
ど
今
回
、
ゆ
め
。ま
ち
基
金
か

ら
の
助
成
を
活
か
し
、
書一呈
中教
育
ツ
ー
ル
の

導
入
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。
フｃ
の
ツ
ー

ル
は
、
読
書
や
あ
ら
す
じ
を
自
分
の
言
葉
で

説
明
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
通
じ
て
、
非

日
常
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
経
験
し
、
抽
象

的
な
概
念
を
習
得
し
て
い
く
も
の
。
フｃれ
ら

を
通
じ
て
、
更
な
る
言
葉
の
学
び
と
人
間

的
な
成
長
を
支
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

ま
た
同
会
は
、
多
様
な
文
化
的
背
景
を

持
つ
こ
ど
も
達
と
、
地
域
の
人
々
が
交
流
で

き
る
機
会
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
特
に
年
に
１
度
の
「
深
江
多
文
化
子

ど
も
ま
つ
り
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
料
理

が
楽
し
め
る
屋
台
や
国
際
色
豊
か
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
、
〈
ム
場
は
大
盛
況
。
地

域
に
根
ざ
し
た
祭
り
と
し
て
、
そ
し
て
こ
ど

も
達
が
抱
え
る
問
題
を
一緒
に
考
え
て
も

ら
う
大
切
な
場
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
境

遇
の
人
々
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
、
多
文

化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
確
か
な
一

歩
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

国
際
都
市
・神
戸
を
拠
点
に
活
動
す
る

フ
こ
う
べ
子
ど
も
に
こ
に
こ
会
」
。

多
様
な
文
化
的
背
景
を
持
つ
こ
ど
も
達
が
直
面
す
る
問
題
に
対
応
す
べ
く

教
育
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
角
的
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こうべ子どもにこにこ会

事務局長

田中 香織さん

活動拠点である神戸市は、

今も外国にルーツを持つこ 、

ども達が増え続 けています。ボランティ
アやサポーター会員として協力していた

だける方はいつでも大歓迎。みんなで幸
せな多文化共生社会をつくりませんか?

「地域との共生」を支援する  「言葉の教育」を支援する

「日本語・教科支援教
室」では、学校の勉強
をサポート。地域の小
中学校と連携して、一

人ひとりの習熟度や

家庭環境を考慮した

ケアが可能に。
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■
サポーター会員やボランティアとして協力していただける方は、下記ホームベージをご覧下さい。

〒658-0022 神戸市東灘区深江南町4-12-20-201 TEL/FAX 078(453)7440

など孟ぽ睦饉鰈鰤≧攣びり晰寵颯櫻
フ瘍驀スな―ルななけで蜀頑吻ンサィア繹鏃瘍|]

不登校のこども達の、学校に代わる居場所と学びの場…そ

れがフリースクール「みなも」です。ボランテイアの役害」は、学

習サポートはもちろん、ボードゲーム

やトランプ、野球などを通じて楽しい

時間を一緒に過ごすこと。一緒に楽

しい日寺間を創出してみませんか?

場 所 |フリースクニルみなも(大阪市。大阪市営地下鉄南森町駅徒歩4分 )

※まずは、以下の問い合わせ先にご連絡下さい。

お撃し込み おヽ爾しヽ合わ鷲舞:フ リー‐スクーールあなも

◆不登校のこども達に学び。交流の場を提供することを目的に活動中。
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この4月から、グループ従業員やOBの皆さまのボランティア活動を応援するため、
ボランティアとして参加されている団体を支援する制度を導入します。
どうぞご活用下さい|

対  象 :グループ従業員およびOB(対象会社のみ)が、継続しで
ボランティア活動を行っている★民間非営利団体。
(但し、政治・宗教を主たる目的とする団体、行政の外郭団体、自治会およびPTAは対象外。)

瞳型 少年野球・サッカーチーム、ボーイスカウト、ことも会、環境保全団体など

★申請従業員が社会貢献ポイント制度に参加し、年間12日以上の活動申請をしていることが必要です。
今回に限り支援金申請と同時に、ポイント制度入会および直近1年間の活動申請も受付けます。

支援奎酸 :ゆめ。まちプロジェクトの重点領域である「地域環境づくり」と
「次世代の育成」に関わる活動で使用するもの。
(但し、飲食費・団体から第二者への寄付金は対象外。)
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例)少年野球・サッカーチームのボール購入代、こども会で行く自然体験学習施設の入場料、
里山保全活動で植樹する苗木代など

支 援金額 :1団体あたり3万円上限 (総額100万円まで、応募多数時は抽選)

応 募 方法 :団体代表の方と当社グループ従業員連名で申請書に記入。捺
印のうえ、原本を事務局にご提出下さい。

中講 締切 15月 31日 (木 )事務局必着

※制度詳細ならびに申請用紙の入手については、下記ホームページの「従業員向けベージ」や
別途お配りするポイント制度案内用紙をご覧下さい。

阪急阪神ホールディングスグループの従業員やoBの皆さまの、地域。社会への
貢献活動を応援する社会貢献ポイント制度。2011年 は、会員699人に合計
6,654ポイントをお渡ししました。今年も申請をお待ちしています|

参 鑢 会 社 47社 全  員 数 瘍蜻拶人(昨年比 +332人 )

ポイント付与数 蟷菫蟷脩纏ポィント(昨 年比 +1,490ポイント)

※活動期間2011年 1月～12月

ポイント交換数 躾輌糧絋レポィント(昨年比+500ポイント)

※内訳:市民団体への寄付528ポイント、六甲山に植樹する苗木
630ポイント、フェアトレード商品への交換970ポイント

罐蜻本
※内訳:従業員の手による植樹5本、

六甲砂防事務所への寄贈(治 山計画に基づく植樹計画への提供)5本

書き損じィヽガキの回収にご協力いただき、あレノがとうございました。
集計結果、寄付額が決定しましたので、ご報告いたします。

あしなが育英会へ罐罐鰈優妙財7m靡 鶉

(ハガキ2,357枚、未使用切手38枚 )

東日本大震災で親を亡くしたこども達への支援に役立てられます。

'■
十1事彗甫 阪急阪神ホールディングス株式会社

の
数書褥

六
鐘

轟 纂 磯 講

春です|こ の4月 から、従業員の皆さまのボラン

ティア団体を支援する新制度を始めます。地域

の「ええこと(=ボ ランティア)」 応援しますので、
ぜひぜひご活用下さい|(相良有希子 )

矢野さんの「取り組み内容に責任を持ち、続けて
いくことに意味があるJという言葉が、とても印象

的でした。新年度もこの言葉を胸に、公私共に

(1?)がんば
'り

ます。(平 野里美)
●

人事総務部社会貢献担当

06‐6373-5174shakai@hankyu‐ hanshin co.jp ttEL:06‐6373-5086 FAX:
ホームページ httpi//www hankyu‐ hanshln.co lp/yume― machi/==´r
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